
 

議 事 録 

会 議 長野市中心市街地活性化協議会 第 6 回総会 

議 事 

○議事 
（１）平成２１年度事業報告について 
（２）平成２２年度協議会役員について 
（３）平成２２年度事業計画（案）について 

（４）意見交換 
○平成２１年度中活基本計画の実績報告について 

日 時 平成２２年７月６日（火）１４：３０～１６：００ 

場 所 長野商工会議所会議室（５階） 

出席者 

(敬称略) 

（運営委員） 
・長野商工会議所  北村正博（会長） 
・㈱まちづくり長野  田中安彦 
・長野市役所  小林隆之（産業振興部長）、高見澤裕史（都市整備部長） 
（監査役） 
・長野信用金庫  西澤章夫 
（タウンマネージャー） 

・㈱まちづくり長野  越原照夫 
（協力会員） 

・長野県建設業協会長野支部 千野准司 
・長野信用金庫 中島茂基 
・Project-D 塚田まゆり 
・長野市市民公益活動センター 田中達夫 
・（協）長野駅前センター 伊藤善啓 
・ながのまちづくりカフェ 羽田奈緒 
・（社）長野県宅地建物取引業協会長野支部 小山浩太郎 
・ながのクラッセ 金澤玲子 
（事務局） 
・㈱まちづくり長野  紅粉康弘 
（市担当課） 

・商工振興課  坂口係長 
・まちづくり推進課  横山課長、松橋室長、瀧澤係長、長谷川主査 

【計２０人】   

資 料 
①会議次第 
②平成２１年度事業報告について【資料 1】 
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③平成２２年度協議会役員について【資料 2】 
④平成２２年度事業計画（案）について【資料 3】 
⑤平成２１年度中活基本計画の実績報告について 

内容 

○議事 
【資料 1】平成２１年度事業報告について（説明：事務局㈱まちづくり長野） 

・平成２１年度に開催した当協議会の１年間の活動内容について説明。 

・今年度、中心市街地活性化法に基づく意見書の提出は２回。 

・運営会議１回、総会２回、個別プロジェクト検討会議３回を開催。 
・調査事業として、中心市街地まちなか居住促進調査を実施。 
・合意形成事業として、北石堂町・南石堂町におけるまちづくり検討会議、長野駅前地

区権利者検討会議、中心市街地を考える会を開催。 
・平成２１年度長野市中心市街地活性化協議会収支決算書について説明した。 
・平成２１年度収支決算書については、西澤監査役により内容が適正である旨の監査報

告が行われた。 

 以上、議事１について出席者全員の賛成をもって決議した。 

 

【資料 2】平成２２年度協議会役員について（説明：事務局㈱まちづくり長野） 

 ・役員の任期について、平成２１年度の改選から２年間の任期があるため今回の改選は

ないが、準会員の長野市産業振興部長が４月 1 日の人事異動により前任の米倉部長か

ら小林隆之産業振興部長に代わったもの。 

 ・監査役及びタウンマネージャーについても同様に任期があるため変更無し。 

 以上、議事２について出席者全員の賛成をもって決議した。 

 

【資料 3】平成２２年度事業計画（案）について（説明：事務局㈱まちづくり長野） 

・現在の中心市街地の課題となっている「まちなか居住の促進」について、昨年の調査

事業の提案内容を検証し、実現可能な具体的な仕組み作りを検討するための個別プロ

ジェクト検討会議を継続していくことを説明。 

 ・その他、会議の開催計画、予算案、タウンマネージャーの業務内容について説明。 

 以上、議事３について出席者全員の賛成をもって決議した。 

 

 意見交換 

 ・協議会協力会員から今回の議事内容や活性化事業全般について意見交換した。 

 ・ある委員会から権堂地区の再開発事業を含めた市民会館の建設事業について、まちづ

くりの観点から協議会でも議論できないかという意見が出された。 

・長野市は市民会館の建設について議会や建設検討委員会、市民ワークショップなどを

開催しており、その他の市民意見をどのように反映させるかを総務部で検討中である

ことを説明した。 

 ・協議会では、今後認定基本計画の変更が必要となるので、その意見募集の際に会員か
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ら意見を聴取することとなるし、それ以前になんらかの形で意見をまとめていくことは

必要であるとの認識が示された。 

 ・会員からは、いろんな人たちの声を聞いていくことが大事だと思うし、みんなで市民

会館の建設を盛り上げるムード作りが必要であるという意見が出された。 

 

○平成２１年度中活基本計画の実績報告について 

（説明：長野市まちづくり推進課） 

 ・中活基本計画の目標達成の見通しや各事業の進捗状況について説明。 

 ・各目標の達成見通しに関して、「訪れたくなるまち」・「参加したくなるまち」は事業の

進捗が順調で目標の達成が見込まれるが、「住みたくなるまち」は事業の進捗に支障が

あり目標達成も難しく、「歩きたくなるまち」は事業の進捗は順調であるが、目標達成

は厳しいことが報告された。 

 ・その他、目標別の各事業の進捗状況について説明が行われた。 

 

 以上をもって、第６回総会は終了した。 

 

 以上。  
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